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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基盤に設けられた有底の受孔（３）の内面に対してアンカーロッド（１４）を固定する
ための固定素子であって、軸線方向孔（８）を有するほぼ円筒形状の本体（１）と、全長
の少なくとも一部に固定素子のセット方向（Ｓ）と逆向きのテーパが付けられた円錐形状
の拡開体（２）とを具え、拡開体（２）は、少なくとも一部が軸線方向孔（８）内に延在
する状態で本体（１）の先端部分に軸線方向に変位可能かつ離脱不能に配置される固定素
子において、拡開体（２）が、アンカーロッド（１４）を挿入できるよう軸線方向に延在
する中心孔（４）と、セット方向（Ｓ）に向けて開放する少なくとも２本の長手方向スリ
ット（１１）とを具えることを特徴とする固定素子。
【請求項２】
請求項１記載の固定素子において、前記中心孔（４）は、セット方向（Ｓ）に向けてテー
パが付けられていることを特徴とする固定素子。
【請求項３】
請求項１又は２に記載の固定素子において、拡開体（２）の後端側における開口（１５）
の内径が、前記軸線方向孔（８）の内径以上であることを特徴とする固定素子。
【請求項４】
請求項１～３の何れか一項に記載の固定素子において、拡開体（２）は固定素子のセット
方向（Ｓ）に作用する少なくとも１個の肩部（６）を外周部に具え、該肩部（６）は、対
応して前記本体（１）に配置されている肩部（１３）と協働することを特徴とする固定素
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子。
【請求項５】
請求項１～４の何れか一項に記載の固定素子において、前記中心孔（４）は、その全長の
少なくとも一部に亙って所定の内面プロファイル（５）を有することを特徴とする固定素
子。
【請求項６】
請求項１～５の何れか一項に記載の固定素子において、前記拡開体（２）は、長手方向ス
リット（１１）の端部領域に少なくとも１個の継手を有することを特徴とする固定素子。
【請求項７】
請求項６記載の固定素子において、前記継手が、薄肉部として形成されていることを特徴
とする固定素子。
【請求項８】
請求項７記載の固定素子において、前記薄肉部が、中心孔（４）の内面における内周溝（
９）として形成されていることを特徴とする固定素子。
【請求項９】
請求項１～８の何れか一項に記載の固定素子において、前記本体（１）および拡開体（２
）の少なくとも一方が、プラスチック製であることを特徴とする固定素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、基盤に設けられた有底の受孔の内面に対してアンカーロッドを固定するため
の固定素子に関し、特に、軸線方向孔を有するほぼ円筒形状の本体と、全長の少なくとも
一部に固定素子のセット方向と逆向きのテーパが付けられた円錐形状の拡開体とを具え、
拡開体が本体の先端部分に離脱不能に配置され、その際に拡開体の少なくとも一部が軸線
方向孔内に延在する固定素子に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
上述の構成を有する固定素子は、拡開体を本体の内部に引き込んで係止する。本体は、直
接的又はスペーサスリーブを介して、アンカーロッドにより支持される。拡開体は、例え
ばアンカーロッドにねじ結合する構成とされている。
【０００３】
ドイツ特許第１９７４０８２３号明細書に記載されている既知の固定素子は、軸線方向孔
を有する円筒形状の本体と、長手方向の少なくとも一部に、セット方向とは逆向きにテー
パが付けられた円錐形状の拡開体とを具える。拡開体は複数の弧状セグメントから構成さ
れる。これらの弧状セグメントは、例えば、Ｏ‐リングを介して半径方向で弾性的に拡径
しうるよう結束されると共に、その一部は本体の軸線方向孔内に突出する。所定の外面プ
ロファイルを有するアンカーロッドを軸線方向孔内に挿入すると、弧状セグメントが半径
方向に変位し、Ｏ‐リングを介してアンカーロッドの外面プロファイルの外面に対して弾
性的に押圧される。アンカーロッドに引張荷重を負荷すると、弧状セグメントからなる拡
開体が、セット方向とは逆向きに本体内に引き込まれる。本体をセット方向にテーパを有
する円錐形状とすることにより、本体は半径方向に拡径する。
【０００４】
既知の固定素子において、弧状セグメントを半径方向外向きに移動させるために、アンカ
ーロッドは拡開体に対して厳密に心出しする必要があることが問題点として指摘されてい
る。厳密な心出しが行われない場合、例えば、拡開体が傾いてアンカーロッドが挿入不能
となるのみならず、固定素子の拡径も不可能となる。更に、弧状セグメントを中心に向け
て過度に引き込ませるとアンカーロッドの挿入が阻害されるため、アンカーロッドの直径
と拡開体の直径とを相互に適合させる必要がある。
【０００５】
更に、既知の固定素子と組み合わせて使用されるアンカーロッドは、所定の外面プロファ
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イルを有する必要がある。これは、拡開体が、アンカーロッドとの結合状態で十分な荷重
を負荷可能である必要があるからである。
【０００６】
【発明の課題】
本発明の課題は、アンカーロッドの挿入を阻害せず、自動的な心出し機能を有すると共に
、高い係止値を実現するためにアンカーロッドに特別な外面プロファイルを必要とせず、
しかも簡便かつ経済的に製造可能な固定素子を提案することにある。
【０００７】
【課題の解決手段】
　この課題を解決するため、本発明による固定素子は、基盤に設けられた有底の受孔の内
面に対してアンカーロッドを固定するための固定素子であって、軸線方向孔を有するほぼ
円筒形状の本体と、全長の少なくとも一部に固定素子のセット方向と逆向きのテーパが付
けられた円錐形状の拡開体とを具える。拡開体は、少なくとも一部が軸線方向孔内に延在
する状態で本体の先端部分に軸線方向に変位可能かつ離脱不能に配置されるものである。
本発明による固定素子は、拡開体が、アンカーロッドを挿入できるよう軸線方向に延在す
る中心孔と、セット方向に向けて開放する少なくとも２本の長手方向スリットとを具える
ことを特徴としている。
【０００８】
　本発明によれば、拡開体が本体の先端部分に軸線方向に変位可能かつ離脱不能に配置さ
れる一体的な構成とされていることにより、拡開体は本体に対する未定着状態でも心出し
状態を維持する。したがって、アンカーロッドを問題なく挿入することが可能である。セ
ット方向に向けて開放するように、拡開体の上に設けられた複数の長手方向スリットは、
拡開体を、先端部領域で、半径方向に弾性的に旋回可能な複数のセグメントに分割する。
アンカーロッドを挿入すると、セグメントがアンカーロッドに当接して外向きに押圧され
る。アンカーロッドの荷重がセット方向と逆向きに作用すると、拡開体のセグメントがア
ンカーロッドの外面に対して押圧され、アンカーロッドと拡開体との間に摩擦結合を実現
させる。拡開体は、セット方向と逆向きに作用する力により、軸線方向孔内にさらに引き
込まれる。その結果、拡開体が円錐形状であるため、本体が半径方向に拡径する。拡開体
を本体と一体的に形成することは、部材が簡単に製造できる点で有利であるのみならず、
本発明による固定素子の最終組立を容易に遂行可能とするものである。
【０００９】
中心孔はセット方向に向けてテーパが付けられた形状とするのが好適である。この場合、
アンカーロッドが挿入されると半径方向圧力が増大し、挿入されたアンカーロッドに対し
てセグメントが弾性的に押圧される。拡開体における各セグメントは旋回変位量が増大す
るからである。
【００１０】
拡開体の後端側における開口の内径は、軸線方向孔の内径以上とするのが好適である。こ
の場合、アンカーロッドが拡開体内に挿入されると、軸線方向孔の内壁によりアンカーロ
ッドが拡開体に対して自動的に心出しされるからである。アンカーロッドの挿入を可能と
するため、アンカーロッドの外径は軸線方向孔の内径以下とするのが好適である。
【００１１】
拡開体は、固定素子のセット方向に作用する少なくとも１個の肩部を外周部に設けるのが
有利である。この肩部は、対応して本体に配置した肩部と協働させ、一方では固定素子の
消失を防止すると共に、他方ではアンカーロッドの挿入に際しての拡開体の離脱を防止す
る。このような肩部は、固定素子および本体に低コストで付設することが可能である。軸
線方向孔の後端側で肩部に隣接する領域で、軸線方向孔を全長の少なくとも一部に亙って
テーパ状に形成することにより、ドリル孔内で本体をより大きな変位量をもって拡径させ
ることが可能である。
【００１２】
中心孔は、長手方向の少なくとも一部に所定の内面プロファイルを有する計上とするのが
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好適であり、例えば、所定の外面プロファイルを有するアンカーロッドの場合、摩擦結合
に加えて形状結合も可能となるため、より高い係止値が達成される。
【００１３】
拡開体におけるセグメントの旋回特性を改善するため、好適には、拡開体が長手方向スリ
ットの領域に少なくとも１個の継手を有する。継手を形成することにより、さらに、中心
孔の内径と長手方向スリットの長さとを良好に適合させることが可能となる。
【００１４】
継手は薄肉部として形成するのが好適である。このような固定素子は、低コストで製造可
能である。
【００１５】
固定素子を経済的に製造可能とするため、薄肉部を、中心孔の内壁に設けた内周溝により
形成するのが好適である。言うまでもなく、薄肉部は弾性材料を使用する場合でも実現可
能である。
【００１６】
本体および拡開体は、例えばプラスチック材料の射出成形によって成形するのが好適であ
る。この場合には低コストでの成形が可能であると共に、継手を弾性材料により別に形成
するプロセスも採用可能である。
【００１７】
【実施の形態】
以下、本発明を図示の好適な実施形態について更に具体的に説明する。
【００１８】
図１及び図２に示した実施形態において、本発明によるアンカーロッド用の固定素子は、
軸線方向孔８を有する円筒形状の本体１と、部分的に軸線方向孔８内に位置する拡開体２
とを具える。
【００１９】
拡開体２は、セット方向Ｓと逆向きにテーパが付けられた円錐形の先端部分と、略円筒形
状の後端部分とを互いに接続した形状とされている。拡開体２には、セット方向Ｓに向け
てテーパが付けられた中心孔４が設けられている。中心孔４は、セット方向Ｓ側の端部領
域に所定の内面プロファイル５を有する。拡開体２は、セット方向Ｓに作用する肩部６を
後端部に有する。
【００２０】
　本体１は、セット深度を規定するフランジ７を後端部に有する。図１に示すように、フ
ランジ７は有底の受孔としてのドリル孔３が設けられた基盤１０の表面に当接する。本体
１の先端部では、拡開体２の肩部６に対応する肩部１３が軸線方向孔８内に配置されてい
る。そして、拡開体２の肩部６と、本体１の先肩部１３とが互いに当接することにより、
セット方向Ｓに向けての拡開体２の変位を制限する。なお、本体１の先端部分は、拡開体
２の円筒形状部分をほぼ完全に包囲する。
【００２１】
拡開体２は、本体１の先端部における半径方向領域に内周溝９を有する。この内周溝９は
、拡開体２の円筒形状部分と、長手方向スリット１１によって形成されたセグメント１２
との間における継手として作用する。更に、拡開体２は後端側に位置する開口１５を有す
る。開口１５の内径は、軸線方向孔８の内径以上とされている。その結果、アンカーロッ
ド１４の挿入に際して、拡開体２の開口１５に対するアンカーロッド１４の自動的な心出
し作用が達成される。
【００２２】
　拡開体２の先端側領域における中心孔４の内径は、アンカーロッド１４の外径以下とさ
れている。これにより、拡開体２の先端部内に挿入されるアンカーロッド１４がセグメン
ト１２を、内周溝９で限定される旋回軸線を中心として、半径方向外向きに移動させる。
セット方向Ｓと逆向きの力がアンカーロッド１４に作用すると、セグメント１２はアンカ
ーロッド１４の外面に押圧され、拡開体２とアンカーロッド１４との間に摩擦結合を達成
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する。それにより、拡開体２はセット方向Ｓと逆向きに軸線方向孔８内に更に引き込まれ
、その円錐面によって本体１を図１Ｂに示すように半径方向に拡開させる。これは、基盤
１０のドリル孔３の内面に対してアンカーロッド１４を係止するために決定的に重要であ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】　Ａは本発明の好適な実施形態による固定素子を基盤の受孔内にセットした後、
アンカーロッドを挿入した状態を示す縦断面図、Ｂは本発明による固定素子にアンカーロ
ッドを定着させた状態を示す縦断面図である。
【図２】　図１に示した固定素子の側面図である。
【符号の説明】
１　本体
２　拡開体
３　ドリル孔
４　中心孔
５　内面プロファイル
６　肩部
７　フランジ
８　軸線方向孔
９　内周溝
１０　基盤
１１　長手方向スリット
１２　セグメント
１３　肩部
１４　アンカーロッド
１５　開口
【図１】 【図２】
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